
埼玉県がん対策推進計画(第２章及び第４章)構成案

款 項 想定されるデータ・図等 款 項 目 主な取組の内容例

1 人口の現状と将来 総人口と高齢化率

2 がんの罹患・死亡の状況

主要死因別死亡率の年次推移
主要死因別死者数の割合
死亡者数・率の推移、年代別部位
別死亡者数・推移
年齢調整死亡率・推移
部位別年齢調整死亡率・推移
部位別年齢調整罹患率
部位別発見経緯
部位別病期

3 がんの予防や検診の状況 （１） 生活習慣の状況 健康長寿計画のデータ 1 がん予防 （１） 予防対策の推進 ア たばこ
・喫煙対策
・受動喫煙対策

イ 生活習慣の改善 ・生活習慣改善対策

（２） がん検診の状況
がん検診の項目・内容
受診率、精検受診率、がん発見率 （２） がん検診の受診率及び質の向上

・効果的な受診率向上策の推進
・県民・民間企業等と連携した受診勧奨
・市町村における精度管理・事業評価

（３） 女性のためのがん対策の推進
・女性のがん検診受診率の向上
・女性がん患者の支援（ピアサポート等）

肝炎ウイルス検査件数 （４） ア 肝炎対策 ・肝炎対策

　 イ
HTLV-1感染予防対
策

・市町村の妊婦健康診査において検査の実施

4 がん医療の状況 （１） がんの医療体制

二次医療圏毎の整備状況・図
がん医療体制図
拠点病院等一覧
拠点病院・指定病院の実績

2 がん医療の充実 （１）
がん医療の充実とこれらを専門
的に行う医療従事者の育成

ア
がん診療連携拠点
病院等の整備・充
実

・拠点病院の整備等
・県立がんセンター機能強化
・がんゲノム医療の推進

（２） がん診療の連携 地域連携クリティカルパス イ

放射線療法、化学
療法、手術療法の
更なる充実とチーム
医療の推進

・拠点病院でのチーム医療の体制整備
・地域におけるがん治療の医療連携を推進
・希少がん・難治性がん対策の推進

（３）
がんの医療従事
者

がん専門医、がん専門看護師、
がん専門薬剤師、病理診断医
など医療従事者数
精神腫瘍医、専門看護師、社会福
祉士、臨床心理士数

ウ
がん医療に携わる
専門的な医療従事
者の育成

・地域のがん医療を担う専門の医療従事者育成

（4）
小児がん及びＡ
ＹＡ世代の状況

臨床成績
小児がんの医療データ
ＡＹＡ世代の医療データ

（２）
小児がん・ＡＹＡ世代のがんへの
対策の充実

・小児がん拠点病院
・地域での病院間協力・連携
・小児医療センターの機能強化
・ＡＹＡ世代への支援強化

（5） がん登録
地域がん登録の体制
院内がん登録実施病院
診療情報管理士数

（3） がん登録の推進
・がん登録の円滑な推進
・院内がん登録の推進
・がん登録実務者への研修受講

第２章　がんを取り巻く現状と課題 第４章　具 体 的 な 取 組

感染に起因するがんへの予防対
策（３）

感染に起因する
がん対策の状況

資料２-２

1



第２章　がんを取り巻く現状と課題 第４章　具 体 的 な 取 組

5 緩和ケア

緩和ケア提供医療機関（病棟加算、
診療加算、緩和ケアチームを有する
病院等）
医療用麻薬使用量

3 がんとの共生 （１）
がんと診断された時からの緩和
ケアの推進

・緩和ケアセンターの整備
・がん医療に携わるすべての医療従事者の緩和ケア研
修受講促進
・拠点病院のがん医療に携わる全ての医師の緩和ケア
研修受講
・拠点病院を中心に緩和ケアを迅速に提供できる診療
体制を整備し、緩和ケアチームや緩和ケア外来の充実

6 情報提供・相談支援
各相談支援センターの相談実績
職員数

（２） 情報提供・相談支援の充実
・統括相談支援センターの設置
・専門研修を受けた相談員の配置
・患者会の支援

7 在宅療養支援

在宅療養支援体制
・医療サービス
　在宅時医学総合管理料及び
　施設入居時等医学総合指導
　管理料の届出医療機関、
　薬局（麻薬・無菌調剤）、
　訪問看護ステーション
・介護サービス
　居宅介護サービス・在宅介護
　支援センター・定期巡回随時
　対応型訪問介護看護、地域包
　括支援センター等
看取り率

（３） がん患者の在宅医療の推進

・在宅医療連携拠点の支援
・訪問看護ステーションとの連携
・在宅療養を支援する連携拠点の構築
・地域の医療・介護情報の提供
・看取り率向上（がん）

8 がんの教育と普及啓発 学習指導要領 （４） がんの教育と普及啓発
・学校教育での取組
・サポーターの継続的な養成
・拠点病院における相談支援

9
働く世代へのがん対策の
状況

働く世代の罹患状況
就労に関する相談内容

（５） 働く世代へのがん対策の充実
・外来治療時間延長、休日診療
・拠点病院における相談支援
・就労支援・啓発
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